
















 「義寂釈義一撰『法華経論述記』の文献学的研究⑴」 （ 『身延山大学仏教学部紀要』第一五号、二〇一四年一〇月） （以下、研究⑴と記す）
（二）
 「義寂釈義一撰『法華経論述記』の文献学的研究⑵」 （ 『身延論叢』第二〇号、二〇一五年三月）
（三）
 「義寂釈義一撰『法華経論述記』の文献学的研究⑶」 （ 『法華文化研究 四一
（四）
























































































Ⓐ、Ⓑとは、吉蔵『法華論疏』にて説かれる二種のテクストを、 「摩提訳」 、 「留支訳」は、それぞれ『大正新脩大蔵
経』所収の現行本『法華論』勒那摩提訳、菩提留支訳を、 『論疏』 、 『子注』 、 『述記』 、 『論記』は、それぞれ吉蔵『法華論疏』 、円弘『妙法蓮華経論子注』 、義寂釈義一撰『法華経論述記』 、円珍『法華論記』を指し、そこに引用される『法華論』冒頭の構成を、その順序に従い①から④の数字によってまとめたものである。詳細については研究⑴を参照されたいが、そこでは、現行の二訳には見出すことのできないⅢの一文「経曰帰命一切諸仏菩薩」を『法華論 末疏の一部が有すること、さらに、清水梁山氏の国訳（以下、清水国訳と記す
（２）
）にはこの一文が訳されていることを指摘し


































































































































































・ 書商藤田宗継は藤田了竹の一族と考えられるが、宗継も 四 一六六四 以降、理由は不明 が出版活動を中止していること
（８）
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の刊行年次（一九二二年）から考えれば、ここでいう「大蔵」とは 近代において日本で編纂された『 日本校訂大蔵経』 （以下、 『縮刷 』と記す
）1（
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言甚深者。顯示二種甚深之義應如是知。何等爲二。一者證甚深。謂諸佛智慧甚深無量故。二者阿含甚深。謂智慧門甚深無量故 （一八頁）與二種法令彼成就 何等爲二。一與證法。二與說法。一與證法令成就者。謂依證法而授與故。二與說法令成就者。謂依說法而說與故。 （一八頁）言譬喻者如依牛故。得有乳略生酥熟酥及以醍醐。此五味中醍醐第一 小乘不如其猶如乳。大乘爲最猶如醍醐。此喻所明大乘無上。諸聲聞等亦同大乘無上義故。聲聞同者。此 示現諸佛如來法身之性同。 凡夫聲聞之人辟支佛等。法身平等無差別故。 （一八―一九頁）又依證法復有五種。一者何等 二者云何法。三者何似法。四 何相法。五者何體故。何等法者 謂聲聞 辟支佛法諸佛法故。云何法者。謂起 種諸事說 似法 依三種門得淸淨故 何相法者。謂三種義一相法故。何體法者無二體故 無二體者 謂無量乘唯一佛乘無二 故 （一七頁）
　
以上が（一）所引の文である。以下は（二）所引の文となる。










非如非異者。謂離四種相。有四種相者。是無常故。不如三界見於三界者。謂佛如來能見能證真如法身。凡夫不見故。是故經言如來明見無有錯謬故。我本行菩薩道今猶未滿者。以本願故。衆生界未盡願非究竟故。言未滿非謂菩提不滿足也。所成壽命復倍上數者 此文示現如來常命善巧方便顯多數故。過上數量不可數知。我淨土不毀而衆見燒盡者。報佛如來真實淨土。第一義諦之所攝故。 （四―五頁）塔者。示現如來舍利住持故。量者。方便示現一切佛土淸淨莊嚴。是出世間淸淨。無漏善根所生。非是世間有漏善根之所生也。略者。示現多寶佛身一體攝取一切諸佛眞法身故 住持者。示現諸佛如來法身自在力故 示現無量佛者。示現彼此所作諸業無差別 。遠離穢 示現一切諸佛國土平等淸淨故。多寶者。示現一切諸佛國土同實性故。同一塔坐者。示現化佛非化佛法佛報佛等皆爲成大事故。 （六―八頁）
　

















































右の本文の箇所においては、 『縮刷蔵』と 卍正 とが本文は全く同じであったため異同はないが、鉄眼版とは少















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 塩田義遜「法華論の研究」 （ 『棲神』第二八号、一九四三）三―四頁。
（４）




 また、近年、日本に現存する古写 への注目が高まり、その重要性が論じられている。 『法華論』についても複数の古写本の存在を確認することができる。国際仏教学大学院大学学術フロンティア実行委員会編集『日本現存八種一切経対照目録』 （国際仏教学大学院大学学術フロンティア実行委員会、二〇〇六、一八四頁） よれば、菩提留支訳につ ては、 「聖語蔵」 、 「興聖寺」に上下巻ともに「状態の良い写本」が、 「七寺」に上下巻ともに「破損のある写本」が、 「金剛寺」に上巻のみ 破損のある写本」が、 「新宮寺」に下巻のみ「状態の良い写本」が現存する。また、勒那摩提訳については 「聖語蔵」 、 「七寺」 、 「興聖寺」 、 「松尾社」に「状態の良い写本」が現存する。ただ、この菩提留支訳の中、冒頭部分を確認し得た「聖語蔵」 、 「金剛寺」に、Ⅲの「経曰帰命一切諸仏菩薩」の一文は存在しなかった
（６）

































































































































23） 「天親の法華経観」 （ 『大崎学報』第三八号 一五 四頁。
（
24） ここでは、藤田宏達氏の研究、 『浄土三部経の研究』 （岩波書店、二〇〇七） 「浄土三部経の日本古写経」 （ 『印度哲学仏教学』第二二号、二〇〇七）を参考にした。
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39） 近年における清水国訳に対する評価を一瞥すると、次のような指摘がみられる。 「近現代においてテクスト自体に対する基礎研究はこれまでのところそう多くはない。近年の本書に対する研究成果では、清水梁山師 国訳ならびに訳注があるくらいであるが、この国訳の不備な点は、底本として菩提留支訳テクストに拠り がら 同テクストの難読部分については何 断りもなくその 分だけ勒那摩提訳を採用している点である このような恣意的なテクストの用 方 されているので注意が必要である」 （藤井教公
・池




40） 金炳坤「流支訳『妙法蓮華経優波提舎』の古形につい 」においてこれら 対象を提示する予定であ 。併せて参照されたい。
（
















ないものも、 「経云帰命一切諸仏菩薩」 語句があったとされる。しかし現存のどの『法華論』にもこの語句は存在しない。この一例をとって ても、吉蔵 参照した帰敬頌のない『法華論』は、勒那訳高麗本に似ているが、しかし異った別本であったと思える。そ 意味からして、 『法華論』を研究する上では、現存の『法華論』のみ 拘泥す ことなく、更に吉蔵の引用する『法華論』の内容がどうであったかを参照する必要がある。特に吉蔵の『法華論疏』の場合には、逐語訳であって、趣意文ではない。この為に吉蔵の参照 流支訳『法華論』の全文が判明する。これにより、現存する『法華論』以外の全 新しい『法華論』が発見された事と同じ意味を有するのであり、その意義は大きい。 （ 一〇頁）
 
　　







〈キーワード 吉蔵、清水梁山、 『法華論』 、 『法華論疏』 、正保三年版、法華宗門書堂版
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東洋文化研究所所報第二十号
　
平成二十八年四月
東洋文化研究所では、平成二十七年度において以下の活動を行った。○平成二十七年度東洋文化研究所例会
平成二十八年二月十日　
檀林学徒の修学研鑽に関する一考察
　　
―飯高檀林の修学課程を中心に―
　　　 　　
身延山大学東洋文化研究所主任
 
木村中一
○学術交流　
身延山大学東洋文化研究所は、大韓民国東国大学校仏教文
化研究院と 流協定（平成二十七年十一月一日付）を締結した。　
また平成二十八年一月二十九日（金）には、この協定の内
容について、細則や詳細な学術交流内容の確認のため、学士会館（東京都千代田区）において両研究機関の代表者が集まり、 「代表者会議」を行った。今後、統一テーマを設け、研究者の交換や調査などを通し、研究成果を形に残すような方向を更に検討していくことで一同了承した。
・参加者
 
身延山大学東洋文化研究所長
　　　
望月海慧
 
身延山大学東洋文化研究所主任
　　
木村中一
 
身延山大学東洋文化研究所副主任
　
金
　
炳坤
 
東国大学校仏教文化研究院長
　　　
金
　
鐘旭
 
東国大学校仏教 術院
HK教授
　　　
金
　
龍泰
 
東国大学校仏教学術院
HK教授
　　　
金
　
天鶴
○第六十八回日蓮宗教学研究発表大会　
第六十八回日蓮宗教学研究発表大会が平成二十七年十一月
六日（金）から七日（土）にかけて、日蓮宗宗務院にて開催された。・大会役員総
　
裁
　　　
日蓮宗管長
 
内野日総
顧
　
問
　　　
身延山学園理事長
 
井上瑞雄
顧
　
問
　　　
身延山大学長
 
浜島典彦
副会長
　　　
身延山大学仏教学部長
 
池上要靖
副会長
　　　
身延山大学東洋文化研究所長
 
望月海慧
・研究発表（本学関係者のみ）円弘注『妙法蓮華経論子注』をめぐる諸問題
 
金
　
炳坤
『法華経』の流通分―諸経典と比較して―
 
岡田行弘
ディーパンカラシュリージュニュヤーナの生死観
 
望月海慧
章疏目録作成の意義に関する一研究
 
木村中一
　
  彙
　　　　
報
　
  （平成二十七年度）
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第二十号
　
彙報
○ラオス世界文化遺産地域修復プロジェクト　
一、期
　
間
平成二十八年二月十九日（金）～三月十三日（日） 
　
二十四日間
　
二、場
　
所
・ ラオス人民民主共和国ルアンパバーン県世界文化遺産地域内・同国ヴィエンチャン特別市・同国シェンンクワン県
　
三、参加者
・日本側
　
六名
　
浜島典彦
 
身延山大学
　　　　
学長
　
柳本伊左雄
 
身延山大学
　　　　
教授
　
ジル
・エマ
・ストロースマン
 
身延山大学
　　
特任講師
　
鈴木義孝
 
身延山大学
　
現地駐在員
　
岡村達人
 
身延山大学
　　　
四年生
　
河西竜海
 
身延山大学
　　　
一年生
・ラオス側
　
十三名
　
シンテーワ
 
情報文化観光省美術工芸局
　
課長
　
ニーヴォン
 
情報文化観光省美術工芸局
　
技官
　
ソンブン
 
ルアンパバーン県情報文化観光省支所
　
技官
　
シートン
 
国立美術工芸大学
　
木彫講師
　
パイワン
 
国立美術工芸大学
　
木彫講師
　
オラック
 
国立美術工芸大学
　
木彫助手
　
カンパン
 
国立美術工芸大学
　
塑像講師
　
スワンカム
 
国立美術工芸大学
　
陶芸講師
　
ソムチャイ
 
国立美術工芸大学
　
絵画講師
　
ピムパー
 
ルアンパバーン県美術工芸学校
　
講師
　
ヴィラバン
 
国立王宮博物館
　
研究員
　
ソマノ
 
通訳
　
カンペット
 
通訳
　
四、活動内容　
①仏像修復事業
・木彫仏四体
　（ワットビスンナラート二体、ワットパーオー二体）・鋳造仏四体
　（ワットパンルアン一体、ワットアーパイ三体）・塑像仏
　（ワットアーパイ寺院内大仏修復準備）
　
②仏像修復技術者育成事業
・情報文化観光省美術工芸局、国立美術工芸大学、ルアンパバーン県美術工芸学校、国立王宮博物館の技官
・講師
・研究員を対象に仏像修復技術指導を行う。
　
③仏像安置状況及盗難仏調査
・世界文化遺産地域内全三十五ケ寺を対象に、仏像目
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録（二〇〇六年本事業作成）を基として、現在の安置状況や盗難仏の有無等、追跡調査を行う。
　
④仏像修復技法に関する調査
・研究
・パタイペットの制作方法
・材料の調査研究
・シェンクワン県ワットピアット寺院に現存するパタイペット仏の調査
　
⑤ラオス文化財保存センター設立準備
東洋文化研究所役職員（平成二十七年度）
顧
　
問
　　　
岩田諦靜、上田本昌、髙橋堯昭、長澤市郎、
　　　　　　
町田是正、宮川了篤、望月海淑
所
　
長
　　　
望月海慧
主
　
任
　　　
木村中一
副主任
　　　
金
　
炳坤
所
　
員
　　　
池上要靖、伊東久実、田沼
　
朗、長又高夫、
　　　　　　
楢木博之、浜島典彦、間宮啓壬、三輪是法、
　　　　　　
望月真澄、柳本伊左雄
客員所員
　　
岡田行弘、岡田真美子、加賀美尤祥
　　　
北村愛子、桑名貫正、小谷みどり、鈴木隆泰、
　　　　　　
武見敬三、寺尾英智、福士慈稔、蓑輪顕量
　　　
吉田永正、渡邊寶陽、
Jonathan A
lan Silk 、
　　　
金
　
天鶴、
L
ucia D
ora D
olce
研究員
　　　
片山由美、木村良勢、佐々木さち子
　　　　　　
庄司史生、鈴木
　
稔、都守基一、富山美由紀、
　　　　　　
中井本勝、中野一茂、永利郁乃、西
　
康友、
　　　
槇殿伴子、村瀬正光、望月香代、森田麻登、
　　　
E
m
anuele D
avide G
ilio 、
　　　
Jill E
m
m
a Strothm
an
研究生
　　　
鈴木義孝、宮坂葉子、森田信弘、依田
　
司
◆訃報　
当研究所客員所員
 早水日秀先生（常明院日秀上人
 大本山
池上本門寺第八十四世加歴、本山比企谷妙本寺第八十世、池上本妙院第五十九世）が平成二十八年二月二十二日に遷化されました。ここに謹んで増円妙道をお祈り申し上げます。 
木村中一（主任
・身延山大学准教授）

